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題字／栃木県知事　福田富一 氏

今
年
度
で
十
七
回
目
を
迎
え
た
「
ピ
カ
ピ

カ
の
栃
木
県
」
運
動
は
、
十
月
二
十
三
日
か

ら
三
十
日
の
一
週
間
を
基
本
と
し
て
、
県
内

百
三
十
五
園
の
幼
稚
園
、
参
加
者
二
万
五
千

五
百
六
十
六
名
の
親
子
が
参
加
し
て
、
身
近

な
公
共
施
設
等
の
清
掃
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
昨
年
度
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

猛
威
を
ふ
る
い
、
参
加
園
・
参
加
者
と
も
減

少
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
前
年
度
よ
り
千

二
百
六
十
二
名
の
増
加
と
な
り
、
こ
の
運
動

が
栃
幼
連
の
恒
例
事
業
と
し
て
定
着
し
て
い

る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

「
い
ろ
ん
な
ゴ
ミ
が
あ
る
ね
」、「
こ
っ
ち

に
も
あ
る
よ
」、「
汚
い
ね
」、「
危
な
い
も
の

は
お
母
さ
ん
に
渡
し
て
ね
」、「
こ
ん
な
に

拾
っ　

た
よ
」、
様
々
な
会
話
を
し
な
が
ら
親

子
で
公
園
清
掃
等
に
取
り
組
む
姿
に
、
子
ど

も
た
ち
は
自
分
た
ち
で
清
掃
す
る
と
い
う
満

足
感
や
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
に
よ
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ　

ア
意
識
を
育
み
、
他
児
の
保
護
者
と
言

葉
を
交
わ
し
心
を
つ
な
ぐ
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
又
、
地
域
へ
の
愛
着
心
の
芽
生
え
に

つ
な
が
り
ま
す
。

一
方
、
保
護
者
も
い
ろ
い
ろ
な
幼
児
や
保

護
者
と
接
す
る
こ
と
に
よ
り
子
育
て
の
視
野

が
拡
が
り
、
保
護
者
同
士
の
関
り
を
深
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
又
、
園
の
活
動
に
役

立
っ　

た
こ
と
を
実
感
し
、
協
力
の
気
持
ち
が

増
し
ま
す
。

園
と
し
て
は
、
親
子
共
働
の
い
ろ
い
ろ
な

意
義
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
一
週
間

だ
っ　

た
と
思
い
ま
す
。各
園
が
、こ
の
活
動
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
、
次
の
ス
テ
ッ　

プ
の

「
地
道
に
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
に
是
非

繋
げ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
総
務
委
員
長
　
平
野
章
雄
）

栃
木
県

の
栃
木
県

ピ
カ
ピ
カ

ピ
カ
ピ
カ

ピ
カ
ピ
カ

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
三
日
㈯
〜
十
月
三
十
日
㈯

第17 回

幼
稚
園
の
周
辺
を
き
れ
い
に

し
よ
う
と
、
飴
や
ガ
ム
の
袋
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
紙
く
ず
、
木
切
れ
、
落
ち

葉
等
を
拾
っ
た
。

「
ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
各
地
区

か
ら
１
園
ず
つ
報
告
し
て
も

ら
っ
た
。

宇
都
宮
地
区

八
幡
台
幼
稚
園

期
　
　
日

十
月
二
十
五
日
（
月
）

場
　
　
所

浅
間
神
社

（
年
少
児
）

八
幡
台
住
宅
街
の

公
園
（
年
中
児
）

遊
歩
道
（
年
長
児
）

参
加
人
数

園
　
児
　
二
百
六
十
八
名

教
職
員
　
　
　
　
十
五
名



芳
賀
地
区

に
し
だ
幼
稚
園

期
　
　
日

十
一
月
六
日
（
土
）

場
　
　
所

井
頭
公
園

参
加
人
数

全
園
児
と
家
族
四
百
名

足
利
地
区

東
光
寺
幼
稚
園

期
　
　
日

十
一
月
二
十
日
（
土
）

場
　
　
所

篠
生
神
社
お
よ
び
葉
鹿
グ
ラ

ン
ド
お
よ
び
葉
鹿
小
学
校
周
辺

参
加
人
数

園
児
　
百
十
四
名
　
保
護
者
　
百
三
名

教
職
員
　
十
七
名
　
そ
の
他
　
十
八
名

計
二
百
五
十
二
名

佐
野
地
区

あ
か
み
幼
稚
園

期
　
　
日

十
月
二
十
八
日
（
木
）

場
　
　
所

佐
野
市
運
動
公
園

参
加
人
数

保
護
者
　
百
九
十
三
名
　

教
職
員
　
　
　
十
四
名

計
二
百
七
名

栃
木
地
区

平
川
幼
稚
園

期
　
　
日

十
一
月
四
日
（
木
）

場
　
　
所

つ
が
の
里

参
加
人
数

園
児
･
保
護
者
･
教
職
員

二
百
七
名

103号

02

小
山
地
区

第
二
愛
泉
幼
稚
園

期
　
　
日

十
月
十
六
日
（
土
）

場
　
　
所

烏
ヶ
森
公
園

参
加
人
数

園
児
三
十
二
名
　
保
護
者
三
十
六
名

教
職
員
　
十
名
　
そ
の
他
　
　
十
名

計
八
十
八
名

日
光
地
区

清
滝
幼
稚
園

期
　
　
日

十
一
月
五
日
（
金
）

場
　
　
所

清
滝
神
社
　
中
安
戸
住
宅
公
園
　
安
良

沢
児
童
公
園
　
安
良
沢
神
社
　
久
次
良

町
児
童
公
園
　
久
次
良
神
社

参
加
人
数

園
児
　
　
二
十
二
名
　

保
護
者
　
二
十
二
名

教
職
員
　
　
　
四
名

塩
谷
地
区

す
み
れ
幼
稚
園

期
　
　
日

十
月
二
十
九
日
（
金
）

場
　
　
所

市
営
長
峰
公
園
周
辺

参
加
人
数

全
園
児
・
祖
父
母
・
教
職
員

四
百
八
十
名

那
須
地
区

黒
羽
幼
稚
園

期
　
　
日

十
月
二
十
七
日
（
水
）

場
　
　
所

大
田
原
市
観
光
ポ
ッ
ポ
農
園

参
加
人
数

全
園
児
八
十
名
　
保
護
者
三
十
五
名

教
職
員
十
二
名
　
そ
の
他
二
十
六
名

計
　
百
五
十
三
名

秋晴れの中、主に落ち葉拾
いを園児や保護者、職員も一
生懸命行った。

雨天のため、保護者と教職員
だけでの実施となった。日頃お
世話になっている運動公園を、
心をこめてきれいにした。

五～六人のグループに
分かれ、各地区の公園、
神社の落ち葉掃きやゴミ
拾いを行った。

秋の青空の下、お祖父
ちゃん、お祖母ちゃんと一
緒に、公園周辺のゴミを
拾った。

毎年おいも掘り遠足でお世
話になっているポッポ農園を、
感謝の心をこめてゴミ、空き
缶等を拾ってきれいにした。

井頭公園のフラワーロー
ドの花壇に花を植えた。パ
ンジーの苗は地元の高校で
育苗したもの。

園外保育やお散歩、運動会の
練習でお世話になっている、近
所の公園と神社、小学校周辺を、
感謝の心をこめてゴミや空き缶
等を拾った。

園
か
ら
一
番
近
い
公
園
の
清
掃
を
親
子

で
行
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
落
ち
葉
、

お
菓
子
の
袋
、
レ
ジ
袋
等
を
率
先
し
て

拾
っ
　

て
い
た
。



公
開
保
育
研
究
会

�

期
　
　
日

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
一
日
（
木
）

�

会
　
　
場

宇
都
宮
大
学
附
属
幼
稚
園

�

参
加
人
数

百
十
一
名

�

テ
ー
マ
「
仲
間
の
一
員
と
し
て
の『
私
』
の

在
り
方
」

〜
大
人
の
意
識
の
在
り
方
を
問
う
〜

雲
行
き
が
怪
し
い
中
、
県
内
外
か

ら
大
勢
の
参
加
者
を
迎
え
本
年
度
の

公
開
保
育
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

午
前
中
の
公
開
保
育
で
は
、
各
ク
ラ
ス
と
も

子
ど
も
た
ち
が
思
い
思
い
の
場
所
で
、
そ
れ
ぞ

れ
に
自
分
の
し
た
い
事
を
見
つ
け
て
は
遊
び
に

取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
た
。

午
後
の
部
で
は
、
附
属
幼
稚
園
研
究
担
当
教

諭
よ
り
、
研
究
報
告
後
、

①
幼
稚
園
の
生
活
と
規
範
〜
規
範
っ
て
何
だ

ろ
う
？
〜

②
小
学
校
へ
の
接
続
〜
幼
稚
園
の
生
活
と
小

学
校
の
道
徳
教
育
と
の
つ
な
が
り
と
は
？

〜
③
共
同
す
る
経
験
〜
共
同
し
て
遊
ぶ
よ
う
に

な
る
た
め
の
教
師
の
役
割
と
は
？
〜

の
分
科
会
に
分
か
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
た
。

103号

03

設
置
者
・
園
長
研
修
会

�

期
　
　
日

平
成
二
十
二
年
九
月
十
四
日
（
火
）

�

会
　
　
場

二
荒
山
会
館
（
鶴
の
間
）

�

参
加
人
数

百
二
十
三
名

�

テ
ー
マ
「
新
シ
ス
テ
ム
の
動
向
と
私
幼
の
課
題
」

〜
保
育
制
度
改
革
と
幼
保
一
体
化
の
行
方
〜

�

講
　
　
師

㈲
遊
育
代
表
取
締
役
兼
発
行
人

吉
田
　
正
幸
氏

開
会
後
、
石
嶋
理
事
長
よ
り
挨
拶
、

酒
井
経
営
委
員
長
よ
り
主
旨
説
明
が

あ
っ
た
。

吉
田
講
師
の

講
演
で
は
「
子

ど
も
の
貧
困
化

（
経
済
的
な
面
だ

け
で
は
な
い
）」

の
問
題
か
ら
始

ま
り
、
幼
稚
園

が
い
か
に
質
の

高
い
幼
児
教
育
が
で
き
る
か
、
子
育
て
支
援
の

活
動
を
通
し
て
豊
か
な
環
境
を
与
え
、
い
か
に

子
ど
も
の
貧
困
化
を
く
い
止
め
て
行
け
る
か
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
。

本
来
の
幼
児
教
育
の
成
果
を
上
げ
る
た
め

に
、「
預
か
り
保
育
」
や
「
満
三
歳
未
満
児
の

受
け
入
れ
」
を
子
ど
も
の
生
活
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等
、

新
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
現
状
と
今
後
の
課
題
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
最
後
に
参
加
者
の
関
心

も
高
く
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
た
。

第
２
回
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

�

期
　
　
日

平
成
二
十
二
年
十
月
十
八
日
（
月
）

�

会
　
　
場

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

�

参
加
人
数

百
四
十
九
名

�

テ
ー
マ
「
自
分
の
性
格
に
振
り
回
さ
れ

な
い
で
使
い
こ
な
す
」

〜
ス
ト
ロ
ー
ク
と
交
流
パ
タ
ー
ン
〜

�

講
　
　
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
交
流
分
析
協
会

教
授
　
小
林
　
雅
美
氏

ス
ト
ロ
ー
ク
（
相
手
の
存
在
を
認

め
て
す
る
働
き
か
け
）
に
は
「
ふ
わ

ふ
わ
さ
ん
＝
相
手
が
心
地
よ
く
感
じ

る
働
き
か
け
」
と
「
チ
ク
チ
ク
さ
ん
＝
相
手
が

不
快
に
感
じ
る
働
き
か
け
」
が
あ
る
こ
と
を
実

際
に
ペ
ア
で
や
り
と
り
す
る
す
る
こ
と
に
よ
り

直
接
体
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
、
相
手
に
多
く
の
「
ふ
わ
ふ
わ
さ
ん
」

を
与
え
る
と
と
も
に
、
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
も

認
め
、
自
分
自
身
に
も
「
ふ
わ
ふ
わ
さ
ん
」
を

与
え
「
チ
ク
チ
ク
さ
ん
」
を
貯
め
込
ま
な
い
こ

と
が
関
係
を
改
善
し
お
互
い
の
心
を
豊
か
に
す

る
こ
と
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
合
わ
せ

て
五
つ
の
性

格
エ
ネ
ル

ギ
ー　

を
使
い

こ
な
す
こ
と

の
有
効
性
を

学
び
、
保
育

の
現
場
で
も

意
識
し
て
使

い
分
け
る
と

良
い
と
思
っ

た
。

第
２
回
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

�

期
　
　
日

平
成
二
十
二
年
九
月
十
六
日
（
木
）

�

会
　
　
場

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

�

参
加
人
数

百
三
十
四
名

�

テ
ー
マ
「
幼
稚
園
の
で
ん
じ
ろ
う
に
　
　

な
ろ
う
」

�

講
　
　
師

ま
ん
て
ん
キ
ッ
ズ
指
導
員須

釜
　
正
栄
氏

今
回
「
幼
稚
園
の
で
ん
じ
ろ
う
に

な
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
五
〜
六

人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
野
菜
を

使
い
、
浮
き
沈
み
の
実
験
を
し
た
。
ま
た
、
浮

力
の
実
験
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
と
浮
沈

子
を
入
れ
蓋
を
し
、
沈
め
た
り
浮
か
ば
せ
た
り

し
た
。
ペ
ッ　

ト
ボ
ト
ル
を
握
る
力
を
強
め
た
り

弱
め
た
り
す
る
こ
と
で
動
い
て
い
た
の
で
、
圧

力
だ
け
で
動
い
て
い
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
沈
む
時
に
浮
沈
子

の
空
気
の
部
分
に
水
が
入
っ
た
り
出
た
り
す
る

こ
と
で
動
い
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。最

後
の
振
動
の
実
験
で
は
、回
転
か
ら
振
動
、

振
動
か
ら
回
転
に
す
る
実
験
と
、
自
分
の
手
で

振
動
さ
せ
て
Ｃ

Ｄ
や
紙
皿
を
回

す
と
い
う
楽
し

い
実
験
を
し
た
。

こ
の
研
修
で

感
じ
た
い
ろ
い

ろ
な
驚
き
を
、

子
ど
も
た
ち
に

も
伝
え
ら
れ
た

ら
と
思
っ
た
。



●
研
修
Ⅰ
「
夢
と
人
生
」

講
師

元
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
監
督

宇
津
木
妙
子
氏

●
研
修
Ⅱ
①
「
地
域
主
権
改
革
の
行
方
と
私

立
幼
稚
園
」

講
師
　
日
本
教
育
再
生
機
構
理
事
長
・

高
崎
経
済
大
学
教
授
八
木
　
秀
次
氏

●
研
修
Ⅱ
②
「
組
織
の
連
携
と
研
修
体
制
の
在

り
方
、
そ
の
可
能
性
を
探
る
」

〜
地
域
や
関
係
機
関
と
の
連
携
〜

（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

群
馬
県
私
立
幼
稚
園
協
会
研
究
部
長

柳
　
　
　
晋
氏

パ
ネ
ラ
ー

前
群
馬
県
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
長

塩
崎
　
政
江
氏
　

東
京
未
来
大
学
教
授
　
　
高
梨
　
珪
子
氏

●
研
修
Ⅲ
「
新
シ
ス
テ
ム
の
動
向
と
幼
保
一
体
　

化
の
行
方
」
〜
私
立
幼
稚
園
の
可

能
性
と
今
後
の
課
題
か
ら

講
師
　
遊
育
代
表
取
締
役
兼
発
行
人

吉
田
　
正
幸
氏

●
研
修
Ⅳ
「
私
立
幼
稚
園
へ
の
支
援
状
況
」

〜
各
県
の
私
立
幼
稚
園
振
興
政
策

現
状
を
報
告
し
合
い
今
後
の
振
興

対
策
を
模
索
す
る
〜

担
当

各
県
私
学
行
政
担
当
者

以
上
の

よ
う
に
、

関
東
地
区

の
代
表
者
が
一
堂

に
会
し
、
各
県
私

学
行
政
担
当
者
を

交
え
て
、
今
後
の

私
立
幼
稚
園
の
振

興
対
策
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

第
26
回
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
大
会

�
期
　
　
日

十
月
二
十
五
日（
月
）〜
二
十
六
日（
火
）

�

会
　
　
場

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

（
神
戸
市
）

�

参
加
人
数

約
六
百
七
十
名

（
う
ち
栃
幼
連
か
ら
は
十
一
名
）

�

メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
明
日
に
向
け
て
私
立
幼
稚
園
の
振
興
を

考
え
る
」

《
二
十
五
日
（
月
）》

●
記
念
講
演
「
子
ど
も
と
自
然
」

講
師兵

庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
名
誉
館
長
・

京
都
大
学
名
誉
教
授
　
　
河
合
　
雅
雄
氏

●
鼎
談
「
幼
保
一
体
化
の
展
望
」

講
師衆

議
院
議
員
・
衆
議
院
内
閣
委
員
会
筆
頭

理
事
、
民
主
党
子
ど
も
・
男
女
共
同
参
画

調
査
会
事
務
局
長
　
　
　
泉
　
　
健
太
氏

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
教
育
局
教
育
訓
練
政
策
課
ア
ナ

リ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
　
田
熊
　
美
保
氏
　

（財）
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機

構
理
事
長
　
　
　
　
　
　
田
中
　
雅
道
氏

《
二
十
六
日
（
火
）》

●
研
究
講
座
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
、
参
加
者
が
一
講
座
選
択
）

『
教
育
』「
幼
児
期
の
学
び
に
つ
い
て
考
え
る
」

『
振
興
』「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
視
点
か
ら
見
た
幼
保

一
体
化
と
五
歳
児

の
発
達
課
題
」

『
経
営
』「
法
改
正

に
伴
う
ポ
イ
ン
ト

な
ら
び
に
人
材
確

保
の
必
要
性
」

『
認
定
こ
ど
も
園
』

「
認
定
こ
ど
も
園

の
現
状
と
課
題
」

第
24
回
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

関
東
地
区
代
表
者
協
議
会
群
馬
大
会

�

期
　
　
日

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
〜
十
一
日

�

会
　
　
場

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
高
崎

�

参
加
人
数

九
十
七
名
（
栃
木
県
か
ら
は
栃

幼
連
正
副
理
事
長
・
常
任
理
事

・
事
務
局
長
の
十
名
と
県
経
営

管
理
部
文
書
学
事
課
村
上
順
一

副
主
幹
が
参
加
）

�

テ
ー
マ
「
私
立
幼
稚
園
の
生
き
残
り
を

か
け
て
」
〜
私
立
幼
稚
園
の

起
死
回
生
の
策
を
模
索
〜

設
置
者
・
園
長
研
修
会

�

期
　
　
日

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
六
日
（
火
）

�

会
　
　
場

二
荒
山
会
館
（
鶴
の
間
）

�

参
加
人
数

百
二
十
七
名

●
研
修
会
①
「
自
己
評
価
」
に
つ
い
て

栃
幼
連
経
営
研
究
副
委
員
長荒

居
　
養
雄
氏

●
研
修
会
②
「
学
校
管
理
運
営
の
諸
問
題
」
に

つ
い
て

栃
木
県
経
営
管
理
部
文
書
学
事
課
副
主
幹

村
上
　
順
一
氏

●
研
修
会
③
「
適
正
な
労
務
管
理
」
に
つ
い
て

栃
木
労
務
管
理
事
務
所
　
伊
藤
　
保
和
氏

参
加
者
が
百

二
十
七
名
と
い

う
事
か
ら
も
読

み
取
れ
る
よ
う
に
、
関
心

の
高
い
研
修
会
が
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
実
施
さ

れ
た
。
研
修
会
①
で
は
、

学
校
評
価
の
意
義
、経
緯
、

ね
ら
い
等
を
ふ
ま
え
な
が

ら
具
体
的
な
評
価
表
ま
で

を
提
示
し
て
い
た
だ
い

た
。
研
修
会
②
で
は
学
校

法
人
の
運
営
管
理
、
幼
稚

園
の
運
営
管
理
な
ら
び
に

各
種
規
定
の
整
備
を
中
心

に
説
明
が
あ
り
、
特
に
理

事
会
、
評
議
委
員
会
に
つ

い
て
は
必
要
に
応
じ
て
適

正
に
開
催
す
る
よ
う
ご
指

導
い
た
だ
い
た
。
研
修
会

③
で
は
パ
ー
ト
職
員
の
待

遇
、
有
給
休
暇
、
変
形
労
働
時
間
制
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
具
体
的
な
事
例
に
基
づ
き
説
明
し
て

い
た
だ
き
、
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

103号

04

第
３
回
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

�

期
　
　
日

平
成
二
十
二
年
十
一
月
五
日
（
金
）

�

会
　
　
場

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

�

参
加
人
数

百
四
十
二
名

�

テ
ー
マ
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
み
が
こ
う
」

�

講
　
　
師

ナ
レ
ー
タ
ー
・
朗
読
家
　
坂
本
　
裕
功
氏

読
み
聞
か
せ
に
大
切
な
事
は
、
リ

ズ
ム
や
声
の
強
弱
だ
け
で
な
く
、
自

分
自
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
事
も
大
切
だ
と

い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。

ま
た
、
実
際
に
体

を
ほ
ぐ
し
合
っ
た
り

発
声
練
習
を
し
た
り

と
、
読
み
聞
か
せ
を

す
る
上
で
の
準
備
が

ど
れ
だ
け
大
切
か
を

こ
の
研
修
を
通
し
て

知
る
こ
と
が
で
き
た
。



103号

05

地
区
だ
よ
り

●
日
光
地
区

去
る
八
月
十
八
日
（
水
）、
日
光
地
区
幼

稚
園
連
合
会
主
催
に
よ
る
教
職
員
を
対
象

と
し
た
全
体
研
修
会
が
「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
パ

レ
ス
あ
さ
の
」
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。講

師
に
は
、

管
理
栄
養
士
で

料
理
研
究
家
の

村
上
祥
子
先
生

を
お
迎
え
し
、

「
日
本
型
食
生

活
で
食
べ
力
を
つ
け
る
」
〜
ち
ゃ　

ん
と
食

べ
て
ち
ゃ
ん
と
生
き
る
〜
と
い
う
テ
ー
マ

で
御
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

内
容
を
少
し
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

ま
ず
、
子
ど
も
の
食
生
活
に
つ
い
て

「
三
対
一
対
二
食
事
法
」
と
い
う
食
物
摂
取

の
バ
ラ
ン
ス
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ラ
ン
ス
を
三
（
ご
飯
・
パ

ン
・
麺
類
な
ど
の
主
食
）、
一
（
肉
・
魚
・

卵
・
大
豆
等
の
タ
ン
パ
ク
質
）、
二
（
野

菜
・
海
草
・
果
物
等
）
と
す
る
も
の
で
、

現
状
で
は
大
人
、
子
ど
も
を
問
わ
ず
主
食

の
割
合
が
少
な
す
ぎ
る
と
の
ご
指
摘
で
し

た
。ま

た
、
タ
ン
パ
ク
質
の
二
倍
の
野
菜
を

採
る
こ
と
が
理
想
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ

も
不
足
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
脳

梗
塞
、
心
筋
梗
塞
等
の
予
防
の
た
め
に
も

野
菜
を
充
分
に
摂
取
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
よ
う
で
す
。

普
段
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
食
事
で
す

が
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
そ
の
内
容
に
気
を

配
り
、
た
だ
欲
す
る
ま
ま
に
食
べ
て
し
ま

う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
家
族
全
員
で
考
え

て
み
る
の
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

幼
稚
園
教
諭
に
は
、
園
児
の
健
康
管
理

に
留
意
し
、
成
長
を
支
援
す
る
重
要
な
責

務
が
あ
り
、
そ
の
大
前
提
と
な
る
の
は
、

自
ら
の
健
康
管
理
で
あ
る
は
ず
で
す
。

そ
れ
ら
を
自
分
に
問
い
直
す
意
味
で
も
、

た
い
へ
ん
意
義
深
い
研
修
会
で
し
た
。

（
日
光
地
区
会
長
　
根
村
　
隆
宣
）

塩
谷
地
区
は
、
三
市
一
町
（
矢
板
市
、

さ
く
ら
市
、
那
須
烏
山
市
、
高
根
沢
町
）

の
十
園
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

塩
谷
地
区
に
お
け
る
活
動
は
、
年
一
回

の
研
修
旅
行
、
教
員
研
修
会
、
五
年
勤
続

教
職
員
表
彰
式
、
毎
月
の
定
例
園
長
会
な

ど
で
す
。
地
区
全
体
の
事
業
と
し
ま
し
て

は
、
幼
稚
園
子
育
て
情
報
誌
を
発
行
し
、

各
園
の
情
報
や
遊
び
場
情
報
、
電
話
相
談

な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
研
修

旅
行
で
は
、
県
内
外
の
幼
稚
園
を
見
学
し

勉
強
し
つ
つ
も
、
懇
親
会
を
開
い
た
り
と

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

教
員
研
修
会
で
は
、
先
生
方
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
的
に
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
講

師
を
お
招
き
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今

●
塩
谷
地
区

年
度
の
研
修
は
、「
幼

児
の
絵
を
ど
の
よ
う
に

支
援
し
た
ら
よ
い
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
一
、
幼
児

の
絵
は
な
ぜ
必
要
か

二
、
原
点
に
戻
っ
て
幼

児
の
絵
の
特
徴
と
は

三
、
幼
児
の
絵
の
指
導
の
基
本
　
四
、
幼

児
が
意
欲
的
に
取
り
組
む
題
材
例

五
、

幼
児
の
支
援
活
動
で
の
留
意
事
項
と
い
う

講
演
内
容
で
、
参
加
し
た
先
生
方
に
と
っ　

て
充
実
し
た
研
修
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

園
長
会
は
各
園
が
持
ち
回
り
で
会
場
と

な
り
ま
す
。
時
間
は
一
時
間
半
を
目
安
に

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
様
々
な
議
題
の

協
議
、
情
報
交
換
や
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。七

月
十
三
日
に
は
、
親
和
幼
稚
園
で
園

長
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
主
な
議
題

は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
報
告
事
項
（
栃
幼
連
理
事
会
よ
り
）

一
、
平
成
二
十
二
年
度
教
育
者
表
彰
に

つ
い
て

一
、
平
成
二
十
三
年
度
春
の
叙
勲
及
び

藍
綬
褒
章
に
つ
い
て

一
、
子
育
て
情
報
誌
に
つ
い
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
通
常

総
会
、
役
員
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
保
護
者
に
よ
る
園
対
抗
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行

わ
れ
、
保
護
者
同
士
の
交
流
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

（
塩
谷
地
区
会
長
　
斎
藤
　
幸
成
）

栃
幼
連
理
事
研
修
会

全
千
葉
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会

�
期
　
　
日

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
（
木
）

�

会
　
　
場

二
荒
山
会
館
（
鶴
の
間
）

�

参
加
人
数

全
千
私
幼
連
　
二
十
二
名

栃
幼
連
　
　
　
二
十
一
名

�

テ
ー
マ

①
各
団
体
の
近
況
と
課
題
に
つ
い
て

②
幼
保
一
体
化
構
想
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

③
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
つ
い
て

④
そ
の
他全

千
私
幼

連
で
は
、
一

〜
二
年
に
一

度
、
先
進
的
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
園

の
視
察
見
学
、
そ
の

地
区
の
幼
稚
園
団
体

と
の
交
流
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
。
今
年

は
栃
木
県
を
視
察
先

に
選
ん
で
い
た
だ
い

た
。両

団
体
の
参
加
者

が
、
①
か
ら
④
の

テ
ー

　

マ
に
沿
っ
て
活

発
に
意
見
交
換
を

行
っ

　

た
。
喫
緊
の
話

題
で
あ
る
幼
保
一
体

化
に
つ
い
て
、
ま
た

団
体
の
明
日
を
担
う

若
手
を
ど
う
育
て
て

い
く
か
に
つ
い
て
の

関
心
が
高
く
、
時
間

が
足
り
な
い
ほ
ど
で

あ
っ　

た
。



103号

06

要望事項等 継・新
の　別

要 望 事 項

概 要

現 行 要 望 額

１．予算に関する要望

２．政策に関する要望
１、安心して子育てができる施策
　①教育費の負担軽減
　　・満３歳児教育の条件整備
　　・第３子以降（単独入園）に対する保育料減免
　②女性の社会進出等に対応した預かり保育の
　　条件整備
　③認定こども園の促進

２、地域に根ざし、開かれた幼稚園を支援する施策
　①子育て支援事業の推進
　　・子どもの｢遊び場｣としての開放事業
　　・未就園児親子教室事業
　　・放課後児童クラブ事業
　　・地域の子育て支援に関する情報提供、紹介
　　　事業
　　・幼児教育に関する各種講座開催事業

３、ゆとりある教育の振興
　①教職員の資質向上
　②チーム保育の条件整備
　③しなやかに生きる力・心を育む教育の推進
　④施設整備の充実
　⑤小・中・高を対象にした交流
　⑥幼・保・小連携の推進
　⑦特別支援教育の充実

継続

継続

新規

総額　5,754,126千円
園児一人当り
178,500円

総額　48,563千円
園児一人当り
39,100円

総額　50,346千円
園児一人当り

55,816円×902人

総額　74,044千円
（保育料の1/2減免）

総額　6,067,892千円
園児一人当り

201,638円×30,093人

国庫補助  22,587円
地方交付税 146,800円
県  補  助 9,113円

平成23年度要望
　　　　　　  40.7％
　　　（目標は50％）

 2 3 年 度 私 立 幼 稚 園 関 係 県 予 算 要 望 書

（1）運営費補助金（学校法人立）
　幼稚園教育本来の充実こそ、保護者が何よりも願っていることです。
　優れた教員の確保は、教育にとって何よりも重要なことですが、財政的な
制約があり、優秀な人材の確保は大きな課題であります。
　以上ご理解いただき、国に準じて増額を確保し、経常費補助率が「私立
学校振興助成法」に定められている補助金の上限である50％に早急に達し
ますよう（現在、本県は36％）要望します。

（2）教材費等補助金（宗教法人立・個人立）
　102条園は、ここ10年で11園が休廃園に追い込まれ、厳しい環境にあり
ます。地域の幼稚園教育の存続を図るため、現在の水準を確保するととも
に学校法人立園運営費補助金の１/２に達するよう、早急な補助金の増額
を要望します。

（3）少子化対策保育料減免事業の創設
　少子・高齢化や人口減少時代の到来のなかで、平均で2.03人の子どもを
持つ幼稚園の保護者は、約7割が3人以上の子育てに意欲を持っています。
そこで少子化対策に大きな影響力を持つであろう教育費負担軽減のため、
第３子以降（単独入園）の保育料減免事業の創設を要望します。

（１）少子化、核家族化、情報化の進展など、社会構造の変化の中で、幼児
を取り巻く環境は急激に変化し、幼児の健全な成長に大きな影響を与えて
います。こうした状況の中で幼稚園教育の果たす役割は、従来の枠を越え
て質的にも量的にも増大しており、幼稚園教育の充実は今や緊急の課題
であります。本県の幼稚園教育は約98％（全国一位/私立幼稚園児の割
合）を私立幼稚園が担っており、私立幼稚園の教育内容の充実と経営基
盤の確立、そして若年父母の経済的負担を軽減する子育て支援策は、私
立幼稚園教育の根幹をなすものであります。そこで、少子化対策推進の観
点から、第３子以降に対し、同時在園でなくとも補助対象となるよう、現
行制度の拡充を強く要望します。

（２）健全で心豊かな子どもの育成を推進するため、未就園児親子教室等
の子育て支援策を通し、より多くの幼稚園が地域の子育ての拠点として
充実できるよう、さらなる財政的援助を要望します。

（３）社会の変化に伴い、預かり保育は子どもの成長の場を確保する上で
大変重要であります。幼稚園が行う多様なニーズに対応した預かり保育に
関する一層の支援を要望します。

（４）102条園（宗教法人立・個人立）の幼稚園子育てランド事業、わんぱく
保育推進事業については、今まで通り県単独補助金の継続を要望します。

（5）特別な支援を必要とする園児が増加しています。１名の在園から同額
の助成を要望します。

●23年度予算要望書について
　昨年度は「とちぎ未来開拓プログラム」による県財政改善案が示されましたが、内外のご理解とご支援に
より運営費の県単補助金が堅持されました。
　しかしながら、県財政は予断を許さない状況が続いており、要望活動にも引き続きの困難が予想されて
います。
　栃幼連としましては、これまで同様、栃木県における幼児教育の果たす役割や重要性を訴え、特に「特別
支援教育の充実」「少子化対策保育料減免事業」について深いご理解をいただけるよう要望しております。
　今後とも会員の皆様をはじめ、関係各機関のご支援・ご協力をいただきながら活動を進めてまいります。
　よろしくお願いいたします。

振興委員長　磯　行雄

団 体 名：社団法人栃木県幼稚園連合会
代表者名：理事長　石嶋　昇
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昨
年
度
、
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
本

年
度
も
開
催
し
ま
し
た
。

三
つ
の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
講
話
内
容
や
活
動

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

ふ
た
ば
幼
稚
園
の
ご
協
力
を
得
て
、
ふ

た
ば
幼
稚
園
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

四
十
五
名
の
幼
稚
園
・
保
育
所
の
先
生
方

が
受
講
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
ふ
た
ば
幼
稚
園
の
遊
び
の

中
で
培
っ
て
い
る
体
力
向
上
の
取
組
と
、

本
県
の
小
学
生
の
体
力
の
実
態
の
説
明
を

聞
き
、
幼
児
期
に
必
要
な
経
験
や
望
ま
し

い
活
動
な
ど
を
考
え
ま
し
た
。

午
後
は
、
遊
具
を
手
作
り
し
た
り
、
福

島
学
院
大
学
の
広
瀬
仁
美
先
生
を
講
師
に

迎
え
、
実
際
に
体
を
動
か
し
な
が
ら
幼
児

期
の
運
動
発
達
の
特
徴
を
学
ん
だ
り
し
て
、

保
育
に
生
か
せ
る
活
動
を
体
験
し
ま
し
た
。

「
幼
児
期
は
、
運
動
発
達
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

エ
イ
ジ
と
い
わ
れ
、
人
間
が
一
生
の
中
で

行
う
基
本
的
な
運
動
の
ほ
と
ん
ど
を
身
に
付

け
る
時
期
な
の
で
、幼
児
期
に
必
要
な
の
は
、

特
別
な
ス
ポ
ー

ツ
で
は
な
く
、

様
々
な
遊
び
で

あ
る
」
と
い
う

お
話
に
、
先
生

方
は
、
深
く
う

な
ず
い
て
い
ま

し
た
。

自
分
で
手
作
り
し
た
遊
具
を
早
速
、
保
育

で
使
い
た
い
と
い
う
意
欲
的
な
意
見
も
多
く

聞
か
れ
、
先
生
方
の
熱
心
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

「
子
ど
も
の
遊
び
の
中
か
ら
興
味
・
関
心

を
探
り
遊
具
を
作
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
遊

び
の
工
夫
や
か
か
わ
り
合
い
が
生
ま
れ
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
。」「
様
々
な
感
覚

や
筋
肉
を
使
う
遊
び
が
わ
か
っ
た
の
で
、
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
び
、
い
つ
の
間
に
か

体
力
が
つ
く
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。」
な

ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
ふ
た
ば
幼

稚
園
の
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四
十
二
名
の
幼
稚
園
・
保
育
所
の
先
生
方

が
受
講
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
続
き
、
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
青

木
正
子
顧
問
を
講
師
に
、
子
ど
も
の
絵
の
特

徴
と
、
絵
画
表
現
の
技
法
を
学
び
ま
し
た
。

午
後
は
、
様
々

な
技
法
で
表
現
し

た
作
品
を
遊
び
に

ど
の
よ
う
に
取
り

入
れ
る
か
、
子
ど

も
の
発
達
を
考
慮

し
な
が
ら
、
グ

ル
ー
　

プ
ご
と
に
ね

ら
い
・
内
容
を
考
え
発
表
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
や
他
の
班
の
発

表
が
刺
激
と
な
っ
て
、
自
分
の
保
育
の
幅
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

実
技
を
通
し
て
、保
育
の
ね
ら
い
や
幼
児
の

発
達
を
学
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

二
十
一
名
の
幼
稚
園
・
保
育
所
の
先
生
方

が
受
講
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
続
き
、「
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
プ
ラ

ザ
」
で
実
施
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
、「
栃

木
の
地
産
地
消
」
の
講
話
と
、
女
性
農
業
士

会
の
方
々
の
手
作
り
の
す
ご
ろ
く
と
カ
ル
タ

を
体
験
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
那
須
町
在
住
の
フ
ー
ド
コ
ー

デ
ィ
　

ネ
ー
タ
ー
橋
本
由
紀
子
先
生
に
よ
る
簡

単
ク
ッ
キ
ン
グ
の
実
技
研
修
で
し
た
。

子
ど
も
の
目
の
前
に
あ
る
食
材
が
、
畑
や

農
場
な
ど
で
育
っ
て
い
る
風
景
と
つ
な
が
る

よ
う
な
言
葉
か
け
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
橋

本
先
生
の
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。

「
一
つ
一
つ

の
食
材
に
つ
い

て
話
を
し
た

り
、
子
ど
も
が

感
じ
た
こ
と
を

受
け
止
め
て
話

題
に
し
た
り
す

る
こ
と
が
大
切

だ
と
知
っ
た
。」

「
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
プ
ラ
ザ
に
は
、
食
に
つ
い

て
学
べ
る
教
材
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を

知
っ
　

て
、
保
育
に
使
っ
て
み
た
い
と
思
っ

た
。」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

食
に
関
す
る
教
材
と
し
て
、
大
型
絵
本
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
カ
ル
タ
な
ど
を
幼
児

教
育
セ
ン
タ
ー
で
も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
も
リ
ス
ト
一
覧
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

【
食
に
関
す
る
教
材
の
問
い
合
わ
せ
先

０
２
８
（
６
６
５
）
７
２
１
５
】

★
来
年
度
も
、
先
生
方
が
楽
し
み
な
が
ら
学

べ
る
体
験
型
の
研
修
を
企
画
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
文
責
　
永
井
　
弘
美
）

☎

保
育
に
生
か
せ
る

表
現
運
動
の
実
技
研
修

日
時
　
八
月
二
十
日
（
金
）

講
話
・
実
技

「
体
力
向
上
に
つ
な
が
る
楽
し
い
運
動
遊
び
」

保
育
に
生
か
せ
る
絵
画
の
実
技
研
修

日
時
　
八
月
二
十
六
日
（
木
）

講
話
・
実
技

「
描
画
の
発
達
過
程
と
様
々
な
素
材
を

使
っ
た
表
現
活
動
」

保
育
に
生
か
せ
る

食
育
に
関
す
る
実
技
研
修

日
時
　
九
月
九
日
（
木
）

講
話
・
実
技

「
幼
稚
園
・
保
育
所
で
で
き
る
簡
単
ク
ッ
キ

ン
グ
〜
自
分
で
育
て
た
野
菜
を
使
っ
て
〜
」



か
っ
た
園
児
等
に
対
し
、
一
定
期
間
登
園
を

停
止
）」
及
び
「
臨
時
休
業
」
の
措
置
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
席
停
止
の
措
置
を
講
じ
る
に
は
、
園
医

そ
の
他
の
医
師
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
園
長

が
期
間
を
定
め
、
当
該
園
児
の
保
護
者
に
指

示
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
臨
時
休
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

特
に
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
欠
席
率
、
羅

患
者
数
や
、
地
域
で
の
流
行
状
況
を
考
慮
の

上
、
園
長
が
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
伴
う
学

級
閉
鎖
や
休
園
を
行
っ
た
場
合
は
、
所
管
の

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）
に
御
報
告

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

学
校
評
価
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
及

び
学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
次
の
事
項
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
教
職
員
に
よ
る
自
己
評
価
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
公
表
す
る
こ
と
。

・
保
護
者
な
ど
の
学
校
関
係
者
に
よ
る
評
価

（「
学
校
関
係
者
評
価
」）
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

・
自
己
評
価
・
学
校
関
係
者
評
価
の
結
果
を

設
置
者
に
報
告
す
る
こ
と
。

文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
「
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
参
考
に
適
切
に
実
施
願
い

ま
す
。

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
ext.go.jp
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県
文
書
学
事
課

本
年
度
入
園
し
た
満
三
歳
児
分
等
の
変
更

交
付
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
運
営
費

補
助
金
、
教
材
費
等
補
助
金
と
も
に
二
月
上

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
途
文
書
で
通
知
し
ま
す
の
で
、
期
限
内
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
学
校
基
礎
調
査
で
記
述
し
ま
し

た
が
、
子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
を
実
施
し
て
い

る
幼
稚
園
に
お
い
て
、
各
実
施
事
業
の
参
加

人
数
や
活
動
内
容
等
の
記
録
を
実
施
報
告
書

提
出
時
に
提
出
い
た
だ
く
予
定
で
す
の
で
、

実
施
園
に
お
い
て
は
必
ず
記
録
を
と
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
疾
病
予
防
に
つ
い

て
は
、
日
頃
か
ら
御
努
力
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
冬
季
に
お
い
て
は
、
集
団

発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

学
校
保
健
安
全
法
で
は
、
指
定
さ
れ
た
感

染
症
に
つ
い
て
、「
出
席
停
止
（
感
染
症
に
か

１
月
６
日  

※
10
年
経
験
者
研
修（
保
育
専
門
研
修
）

１
月
14
日  

設
置
者
・
園
長
研
修
会

１
月
20
〜
21
日  

全
日
私
幼
連 

全
国
研
究
研
修
担
当
者
会
議

１
月
22
日  

資
質
向
上
選
抜
養
成
講
座
Ⅵ

１
月
30
〜
31
日  

青
年
部
合
宿
研
修
会

２
月
５
日  

※
保
育
を
語
る
会

２
月
22
〜
23
日  

青
年
部
県
外
視
察
研
修
会

３
月
25
日  

平
成
23
年
度 

予
算
総
会

　
　
　
　
　
　

※
は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

平
成
二
十
三
年

　
　

一
月
〜
三
月
ま
で
の
事
業
計
画

第
56
回
県
教
研
大
会

第
56
回
県
教
研
大
会

●
栃
木
市　

國
學
院
大
學
栃
木
学
園

　
　
　
　
　
（
栃
木
二
杉
幼
稚
園
）

　
　

創
立
50
周
年
記
念
式
典

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
九
日

●
茂
木
町　

茂
木
愛
泉
幼
稚
園

　
　

創
立
30
周
年
記
念
式
典

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
六
日

●
宇
都
宮
市　

陽
の
丘
幼
稚
園

　
　

創
立
40
周
年
記
念
式
典

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
七
日

●
宇
都
宮
市　

山
王
幼
稚
園

　
　

創
立
40
周
年
記
念
式
典

　
　
　

平
成
二
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事

栃
幼
連
通
常
総
会

栃
幼
連
通
常
総
会

幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚
園

教
材
費
等
補
助
金
変
更
交
付
申
請
書

の
提
出
に
つ
い
て

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
に
お
け
る

実
施
記
録
に
つ
い
て

編集後記
「
ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県
」
は
年
長
児

と
保
護
者
で
公
園
の
清
掃
に
行
っ
て

き
た
。
大
き
な
ゴ
ミ
は
あ
ま
り
無

か
っ　

た
が
、
歩
き
な
が
ら
よ
く
見
る

と
植
え
込
み
の
下
な
ど
に
小
さ
な
ゴ

ミ
が
結
構
あ
っ
た
。
だ
れ
も
捨
て
な

け
れ
ば
拾
う
必
要
は
な
い
の
だ
。
子

ど
も
た
ち
に
は
、
少
な
く
と
も
公
共

の
場
で
は
ゴ
ミ
は
捨
て
な
い
と
い
う
こ
と
を

習
慣
と
し
て
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
。
そ
れ
に

は
保
護
者
が
日
常
生
活
の
中
で
常
時
手
本
を

示
し
、
ゴ
ミ
は
絶
対
に
捨
て
な
い
、
逆
に
ゴ

ミ
を
拾
っ　

て
見
せ
る
ぐ
ら
い
の
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
。
人
間
の
精
神
構
造
に
は
「
良
い

こ
と
を
し
た
ら
気
持
ち
が
よ
い
」
と
い
う
ロ

ジ
ッ　

ク
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
何
か
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
勉
強
や
ス

ポ
ー
ツ
も
大
切
だ
が
、
そ
れ
以
前
に
基
本
的

に
大
切
な
こ
と
が
あ
る
。
保
護
者
に
も
協
力

し
て
も
ら
い
幼
児
の
う
ち
か
ら
教
育
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
改
め
て
思
っ
た
。

昨
冬
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
騒
ぎ
で
大

変
だ
っ
た
。
今
冬
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
寒

さ
が
続
い
て
い
る
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。（

広
報
委
員
　
桑
門
　
秀
光
）

学
校
評
価
に
つ
い
て

冬
季
に
お
け
る
園
児
の
健
康
管
理

に
つ
い
て

第
56
回
県
教
研
大
会

第
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回
県
教
研
大
会

＊
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（
二
十
三
年
度
予
算
総
会
）
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会

栃
幼
連
通
常
総
会

栃
幼
連
通
常
総
会

栃
幼
連
通
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会

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日
（
金
）

会
場
：
二
荒
山
会
館

平
成
二
十
二
年
度


